



Familial relationships as seen in names:  































＊ 1   本研究は JSPS 科研費70632595の助成を受けたものである。































































































































































































図 ２ 　「広報おとべ」に見られる親からのメッセージの一例 









































られた人物であった。親に次いで、最も頻繁に関与したと挙げられたのは子ども自身の姉 ・ 兄であり、それぞれ 9 回、






























































80 （54.79％） 70 （50.36％） 150 （52.63％）
父 89 （31.23％） 93 （63.70％） 103 （74.10％） 196 （68.77％）
表記
母 278 （47.37％）
右端 3 （  2.05％） 3 （  1.05％）
変更 2 （  1.37％） 2 （  0.70％）
仮名 2 （  1.37％） 2 （  0.70％）
父 278 （47.37％）
右端 4 （2.88％） 4 （  1.40％）
変更 3 （2.16％） 3 （  1.05％）
　一方で、名前における共通表記が全体的に少なく、父と共通の字、母と共通の字を持っている子どもがそれぞれ 7 人
となった。そのうち、父の名前と同じ字で終わる、つまり名前の右端が同一だというのが 4 人であったのに対し、字の
位置（右端から左端、左端から右端）における変更が見られたものは 3 人であった。母の名前と同じ字で終わる子ども ・























特徴 なし あり 一部
字数 11 （14.47％） 63 （82.89％） 2 （  2.63％）
表記 60 （78.95％） 13 （17.11％） 3 （  3.95％）
拍数 23 （30.26％） 47 （61.84％） 6 （  7.89％）
音声 39 （51.32％） 26 （34.21％） 11 （14.47％）
　本研究で見られた兄弟組の間では、同一字数の名前を持っている兄弟が61組（80.26％）であった。その他に、 3 人 ・



































































＊ 一部：共通点のあるとない兄弟がいる（ 3 ・ 4 人兄弟のみ）、字数：名前に用い









兄弟組 11 63 2
人数 24 143
表記







兄弟組 23 47 6
人数 52 115
音声













































































Asia-Plus （2015）. Tajik authorities prepare a  list  of Tajik names. Asia-Plus.  2015, December 3. 〈http://news.tj/en/
news/tajik-authorities-prepare-list-tajik-names〉（2016, November 16）
Benson, S. （2009）. Injurious names: Naming, disavowal, and recuperation in contexts of slavery and emancipation. In G. 
vom Bruck & B. Bodenhorn （Eds.）, An anthropology of names and naming （pp.178-199）. Cambridge: Cambridge 
University Press.
Bodenhorn, B., & vom Bruck, G. （2009）. “Entangled in histories”: An introduction to the anthropology of names and 




Imoto, & T. Toivonen （Eds.）, A sociology of Japanese youth: From returnees to NEETs （pp.159-173）. London: Rout-
ledge.
橋本淳治 ・ 井藤伸比古（2011）．「子」のつく名前の誕生　仮説社



























Otake,  T. （2012）.  What  to  call  baby?  The  Japan  Times.  2012,  January  22. 〈http://www.japantimes.co.jp/
life/2012/01/22/life/what-to-call-baby/#.WCBFgSSN7J9〉 （2016, November 7）.
大藤修（2012）．日本人の姓 ・ 苗字 ・ 名前―人名に刻まれた歴史　吉川弘文館
乙部町町民課（2016）．人口統計　乙部町　2016年11月 7 日〈http://www.town.otobe.lg.jp/section/choumin/ 
e0taal00000002h2.html〉（2016年11月18日）





Plutschow, H. （1995）. Japan’s Name Culture: The Significance of Names in a Religious, Political & Social Context. Lon-
don: Routledge.
Raymo, J. M., & Kaneda, T. （2003）. Changes in the living arrangements of Japanese elderly: The role of demographic 






tact in Japan. In J. W. Traphagan & J. Knight （Eds.）, Demographic change and the family in Japan’s aging society 
（pp. 77-88）. Albany, NY: State University of New York Press.
Toivonen, T., & Imoto, Y. （2011）. Making sense of youth problems. In R. Goodman, Y. Imoto, & T. Toivonen （Eds.）, A 
sociology of Japanese youth: From returnees to NEETs （pp.1-29）. London: Routledge.
徳田克己（2004）．名づけの心理 2  ：読みにくい名前の分析　日本教育心理学会総会発表論文集，（46），623．














3 ）残りの118人の中には兄弟の可能性が高いが、誤字である可能性があるものも見られた。例えば、苗字 ・ 地域、父の
名前が共通だったが、母の名前がそれぞれ「由佳」と「由香」で同じ読みだと考えられる、という子どももいた。独
断を避けるべく、こういった例は兄弟として処理しなかった。
